
フードテックWGの今後のスケジュール（想定）

2025年
12/24 日本成長戦略会議

日本成長戦略会議など フードテックWG

12/25 第１回 WG

4/9 第３回 WG

3/9 第２回 WG

2026年

夏頃 成長戦略の策定

 フードテックに係る現状と課題
今後の検討事項

3/10 日本成長戦略会議

食品機械及び新規食品の官民投資ロードマップ（素案）
 フードテックWG とりまとめ（たたき台）

４月以降 戦略分野分科会

日本成長戦略会議

【随時】
４ユニットなどで

検討

3/9 戦略分野分科会

1/22 戦略分野分科会

WG設置の決定

ロードマップ策定の指示

植物工場及び陸上養殖の官民投資ロードマップ（素案）
ロードマップ素案の各省報告
※先行検討分

資料１

４月下旬～ 第４回 WG
４領域の官民投資ロードマップ（案）
 フードテックWG とりまとめ（案）
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